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光で磁性や電気特性、光学物性などが変化する
光応答型材料は、現代社会で重要な役割を担っ
ている。これらの材料開発には、さらなる高性能・
高機能化が求められると同時に、例えば省エネ
型の光応答材料の開発など、環境との共生や文
化との調和という観点も重要視して展開していく
ことが大切と考えられる。

強い磁気異方性を示す光磁性錯体
CoW(ピリミジン)(4-メチルピリジン)オクタシア
ノ錯体を新規に合成し、光で非磁石(常磁性)
状態から磁石(強磁性)状態に相転移すること
を見出した(図1)。磁石状態の強磁性相転
移温度は48 K、保磁力は27000 Oeを示し、
これまでの同種の光磁性体の中で最も大きな
値を示した。これは、本物質の磁気異方性が
著しく強いため、実現できたと考えている。
負熱膨張を示す金属錯体薄膜
サブミクロンサイズのRbMnFeヘキサシアノ金
属錯体を新規に合成し、この分散液をスピン
コートすることにより薄膜化した。この薄膜は
15－300Kという広い温度範囲で負熱膨張を
示す、初めての負熱膨張薄膜材料であった。
スピン転移に基づく光磁性錯体
FeNbオクタシアノ金属錯体を新合成し、光照
射でスピン転移を引き起こし、非磁石状態（常

磁性）から磁石状態（強磁性）へ転移する、
新しいメカニズムの光磁性現象を見出した。

本研究では、今までにない発想や着眼点に基づ
き、新材料・新技術を世の中に提案していくこと
を目的としている。具体的には、光誘起相転移
というメカニズムに着目し、新奇な物性・先端的
機能を有する材料の開発を進める。このようなメ
カニズムに着目した材料開発はこれまでにあまり
例がなく、新しい着眼点からの提案となる。
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本研究は、光相転移にもとづく光変換機構を利用
し、新奇な物性・先端的な機能を示す物質の開発を
行っている。今後、本研究成果もベースとなり、光機
能性材料の設計上の普遍的なルールが確立される

と予測する。その結果、例えば、ありふれた元素ベー
スの光相転移材料が合理的に設計・提案されるよ
うになるなど、環境・人体に優しい光機能性材料の
開発技術の確立へと展開していくと思われる。

図1  強い磁気異方性を示す光磁性体CoW(ピリミジ
ン)(4-メチルピリジン)オクタシアノ錯体の結晶構造(上)
と光誘起巨大保磁力(下)。


